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ともあれ,外国人著書の単なる翻訳や模 倣 で は な
く,日本人の手になるまったく独自のビルマ語文法書
が現われたことを喜びたい｡ (大野 徹)
Willard A.Hanna.The Formation of
Malaysia,New Factorin World Politics.











なって,授業やセミナーを担当,教授問の 討 論 に参
加,学生を指導するほか,教授や理事のコソサ/レタン
Tlの役割をはたす｡同時に AUFSReportsとして海











































アジアの範囲と地域分類がおもしろい. ア ジ アを
SouthAsia,CentralAsia,TheFarEastおよび
Soutl1-EastAsiaに4分する.｡SoutlAsiaにはイ



























文芸 ･政治 ･少数民族と紛争地域 ･アジアと世界 ･社



































な文体に苦しんだようであるが,その理解 を容 易 に
し,かつ誤りないようにするため,邦文編著者の一人
である西島重忠,岸幸一両氏ともしばしば共同討議し
て周到な準備をおこなった｡英訳した標題はいちいち
p-マ字で転写し,術語は巻末に17ページにわたる語
嚢を附して漢字,ローマ字,英訳を併記して収め,日
本語になじまない読者の理解に便ならしめている｡
軍政下インドネシアに関する諭著は,オラソダを初
め若干の国々で,学術的なものからジャーナリスティ
ックな,あるいはヒステリックなきわものに至るまで
いろいろなタイプのものが今までに出版されている｡
しかし本書は,日本語に習熟しない人々に,軍政下イ
ンドネシアの根本史料を提供するものとして,少なく
とも後世に残る基礎的な労作として特筆大書すべきも
のであろう｡望むらくは,訳者も言及 しているよう
に,いわゆる海軍地区 (ボルネオ,スマトラ,小スソ
ダ列島,モルツカス諸島,ニューギニア等)やスマト
ラ地方の軍政資料が,近い将来さらに附加されて,こ
のような有用な研究の集大成されることである｡
(中村 孝志)
S.Q.Fatimi.Islam comesioMalaysia.
Singapore:MalayslanSociologlCalResearch
lnstitute,1963.loop.
マレーシアの歴史自体がまだ十分に研究されていな
い現在,マレ-シアのイスラム教についての研究も当
然まだ調査の段階にあり,確実な結論はない｡また,
これについてのまとまった書物も本書以外にない｡
著者はまず, ｢何故こうした研究が進まなかったの
か｣について論じ,その原因を追求し,次にマレーシ
アのイスラムについての研究概要と現状,現段階を明
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